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皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
献
血
。
毎
日
の
よ
う
に
街
や
職
場
な
ど
に
献
血

車
を
走
ら
せ
、
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
善
意
の
血
液
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今
の
県
内
の
献
血
量
だ
け
で
は
、
県
内
の
病
院
が
必
要
と

す
る
量
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
不
足
分
を
県
外
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。

必
要
な
と
き
に
血
液
が
な
い
…
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
」
し
ま
せ
ん
か
。

和
歌
山
県
内
で
は
、
１
日
当
た
り

に
単
純
換
算
し
て
、
牛
乳
ビ
ン
で
約

200
本
余
り
の
献
血
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

昨
年
の
実
績
で
は
、

県
内
の
病
院
か
ら
の
要

請
量
が
前
年
に
比
べ
、

104
・
6
％
（
全
国
97
・

7
％
、
近
畿
96
・
5
％
）

と
増
加
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の
献
血
量

は
98
・
5
％
と
減
少
し
て
い
て
、

ま
さ
に
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
善
意
の
血
液
。

そ
の
行
方
っ
て
ご
存
じ
で
し
た
か
？

ひ
と
こ
と
で
言
え

ば
、「
病
院
で
の
輸
血

用
」
…
な
の
で
す
が
。

献
血
車
や
献
血
ル

ー
ム
な
ど
で
採
決
さ

れ
た
血
液
の
ほ
と
ん

ど
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
、
和
歌
山
市
に

あ
る
血
液
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
遠
心

分
離
に
よ
り
血
小
板
、

赤
血
球
、
血
漿

け
っ
し
ょ
う

と
い
っ
た
成
分
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
72
時
間
、
21
日
間
、
１
年
間
適

応
温
度
で
保
存
、”そ
の
時
“
の
た
め
に
待

機
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
県
内

の
病
院
に
こ
の
血
液
成
分
を
運
ぶ
ほ
か
、

緊
急
の
要
請
に
も
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
血
液
中
の
血
小
板
や

血
漿
だ
け
を
採
取
す
る
成
分
献
血
が

特
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
病
院
で
の
輸
血
は
成
分

輸
血
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

血
小
板
は
３
日
し
か
保
存
で
き
ま

せ
ん
。
緊
急
時
や
継
続
し
た
供
給

の
た
め
に
も
、
成
分
献
血
に
よ
る

血
小
板
の
確
保
は
毎
日
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。

１
人
の
成
分
献
血
で
、
全
血
献

血(

200
ml)

の
約
５
人
〜
20
人
分
の

血
小
板
や
血
漿
が
得
ら
れ
る
た
め
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
少
人
数

か
ら
の
輸
血
で
す
み
、
輸
血
後
の

副
作
用
や
感
染
症
か
ら
の
感
染
確

率
が
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
た

め
に
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
な
の
で
す
。

献
血
を
す
る
人
に
と
っ
て

も
、
成
分
献
血
は
、
赤
血
球

を
体
内
に
戻
す
の
で
、
体
へ

の
負
担
が
少
な
く
す
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
全
血
献
血
と
同
様
、

使
用
す
る
針
や
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
血
液
が
通
る
と
こ
ろ
は
す

べ
て
使
い
捨
て
な
の
で
非
常

に
安
全
で
す
。

今
月
は
、「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
月
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
に
献

血
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
血
液
が
誰
か
の
命
を
救

う
の
で
す
。

献血量�

必要量�テレビを見ながらリラックスして献血

（JR和歌山駅前献血ルーム）

問
い
合
わ
せ
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６
６
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地
球
温
暖
化
や
森
林
の
減
少
、
ご
み
の
増
加
や
空
気
・
水
の
よ
ご
れ
な
ど
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
悪
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
や
自
治
体
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
危
機
感
を
も
っ
て
、
日

頃
か
ら
自
然
環
境
の
保
護
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
、
県
内
に

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。�

 
 

こ
こ
で
は
、
「
第
１
回
わ
か
や
ま
環
境
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
等
の
取
り
組

み
事
例
や
、
誰
も
が
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
実
行
で
き
る
　
環
境
に
良
い
こ
と
　
を

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
、
「
こ
れ
な
ら
や
れ
る
」
と
思
う
こ
と
か
ら
ぜ
ひ

始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

生物が住みやすい環境をつくる�

新宮市海ガメを保護する会�
　毎年海ガメの産卵期である５月から８月

にかけて、雨の日もシケの日も毎朝早朝から、

新宮市王子ケ浜を清掃しながらパトロール。

カメの卵を発見したら、人が卵に触れることのないよ

うに、浜に設けた人工ふ化場に移して保護している。

９月には、小学生等による子ガメの放流を行い、子ど

も達はこの行事を通じて命や環境の大切さを学んでい

る。�

�

　この活動を始めて27年。きっかけは、浜を散歩中、海ガメの産卵場所が荒ら

されて卵が盗まれているのを見たとき、このままでは海ガメがいなくなってし

まうと思ったことです。昔から、もちろん迷信なんですけど、海ガメの卵を食べると｢長寿」に効くと言われてまし

たから･･･。個人で始めた活動が、行政や市民のみなさん、そして企業からも理解され、支援いただけるようになっ

たことがうれしいですね。ただ残念なのは、浜で飲食した後、ごみを放りっぱなしで帰る人がまだまだ多いこと。せっかく海ガメが産卵

のために上陸しても、ゴミなどの障害物があると産まずに海へ帰ってしまうんです。私たちがいくら清掃しても追いつかないんですよ。�

�

環境のために見直そう、私たちの暮らし、わが家の暮らし�
ごみを減らそう�
　家庭から出るごみの約６割(容積比)は、容器包装で占められています。このた
め、買い物に行くときは買い物袋を持参したり、包装は必要最低限にしてもらう
といったことを一人ひとりが実践すれば、相当なごみの減量につながります。�
　また、リサイクルも大切です。捨てようとするモノを｢ごみ｣ではなく｢資源｣と
してとらえ、各家庭で分別する手間をかければ、あとの再資源化・再利用化がず
っと速く、かつ安くできます。�

【例】 ※市町村によって分別方法が異なります�

スチール缶・アルミ缶 軽く洗って出す�

古新聞・チラシ・雑誌・段ボール 各種類ごとに分ける�

ペットボトル・各種ビン類 軽く洗って、フタをとってから出す�
 (ビールびんなど繰り返し使えるものはその販売店へもどす）�

発砲スチロールトレー ラップ等すべて取り除いて、洗ってから出す�

牛乳パック よく洗って乾かし、切り開いた後、束ねて出す�川や海の汚れを防ごう�
　家庭の台所からは、油や食べ残しの汁･かす、飲み残しのジュース類、米のとぎ
汁、多量の洗剤等々が流しに捨てられています。たとえば、500mlの油を流した
場合、魚が住める水質にするには、家庭のおふろで約500杯分もの水が必要です。�

【例】�

残った油や調理のくず、食べ残し等は流しに捨てない�

なべや食器に付いている油やバター、マヨネーズ等は洗う前に紙でよくふきとる�

洗剤は適量を使い、合成洗剤はなるべくひかえる　など�
問い合わせ　県庁環境生活総務課 t073(441)2670

自然回復を試みる会　ビオトープ孟子�
　昔ながらの水田に生息するトンボやミズ

スマシといった水生昆虫が住める環境を復

元し、子ども達にそうした水生生物とふれ

合う機会を提供しようと、平成10年に海南市孟子の

有志が集まって発足。地元不動谷の放置田を借用し、

トンボ池を掘ることから活動を開始した。以後、地

元学識者や自ら開催した里山案内人養成講座の受講

生等をメンバーに加えながら、今ではスタッフ約30人、

会員約250人にまで活動の輪が広がり、一般の人も参

加できる｢自然観察会｣や｢こがねグモ相撲大会｣の開催、

会員向け機関紙発行等の活動を展開している。�

�

　ここでは、これまでに59種ものトンボを確認しています。毎月定例の自然観察

会には、たくさんの人が来てくれますが、特に子ども達が夢中でトンボを追いか

けている姿を見ると、うれしくなりますね。人が生きていくうえで水はとても大

事で、トンボが住める環境を守ることは、我々にとっても必要なんです。今後の

取り組みとして、放置田を再び水田に復活させ、田植えから収穫までの農作業体験を通して、水の大

切さを実感してもらいたいと考えています。さらに、四季の花々が咲き、いろんな種類の昆虫が住む

ような自然観察公園を周辺に整備していく予定です。�

もうこ�

省エネ生活をめざそう�
　石油や石炭、天然ガスなど限りある資源を大切に
使うとともに、地球温暖化の主な原因であるＣＯ2(二
酸化炭素)の排出量を減らすため、日常生活の中でも
省エネを心がけましょう。�

【例】�

電気 エアコンを弱めに運転する、テレビ等の主電源を切る、省電力型

の器具を選ぶなど�

ガス・ガソリン等の燃料 シャワーをこまめに切る、自家用車の代わりに鉄道･バス･自転車等を

利用する、車の長時間停車時はエンジンを止めるなど�

水道 おふろの残り湯を洗濯やそうじ、洗車、うち水等に使うなど�

活動�
内容�

活動�
内容�

会長の�
北原敏秀さんの�

代表者の�
速水政夫さんの�

平成14年（2002年）7月1日�2



美しいまちなみ・環境をつくる�
住友金属物流（株）和歌山事業部 うなばら奉仕団�

　昭和50年、当時の社員有志の提案で、｢地域社会への奉仕｣など５つの理念目標を掲げて

活動を開始。26年たった今も、年間の活動計画に基づき８月を除く毎月１回、和歌山市内

の人が多く集まる場所を中心に清掃活動を続けている。�

�

　和歌山市内の公園や神社などで活

動しています。中でも、原則全員参

加で取り組んでいるのが、７月の｢港

まつり｣の会場となる和歌山港の清掃

です。花火大会のあるこの祭りは人出も多くて、祭り

の後に出るごみの量は半端じゃありません。みんな早

朝から、結構しんどい作業をするわけですが、自分た

ちの手で、まちが美しくなるというのは、それはもう、

気分爽快ですね。�

学校教育の場で�
環境保全を実践する�

活動�
内容�

活動�
内容�

活動�
内容�

活動�
内容�

ダイビングスクール＆ショップ�

スタードルフィンズ�
　ダイビングをするたびに、日常生活

では気づかない海中のごみの回収に取

り組むとともに、ダイビング講習会で

は、ダイビングをしようとする人に対して、海

中の清掃活動を勧めたり、水中の生態系を壊さ

ないための心得等の説明を併せて行っている。�

�

　和歌山はダイバーにとっ

て、たいへん魅力のある所

です。でも沿岸部の海底に

は、バーベキューをした人

や釣り客が残したごみが結構たくさん沈んでい

るんです。ごみで特に多いのは、ビニール製の

買物袋や食品の袋類、釣りエサの容器で、ほか

にはペットボトルや空き缶なども多いですね。

ダイビング仲間と共に、いつもごみを回収する

ための袋を持って潜っています。こうした取り

組みがもっと広がってほしいですね。�

ボランティアグループ福寿会�
　平成2年にグループを発足し、

毎月、日を決めて、田辺市扇ケ

浜や駅前通りの清掃といった地

道な環境美化活動を献身的に継続してきた。�

�

　団体旅行に出かけた

とき、自分たちが健康

で平和に暮らしている

ことに感謝して、社会

になにか恩返しできないかという話になっ

て、初めはほんの数人で清掃活動を始めた

んです。そのうち参加いただける方が増え

てきて、この会の結成となりました。今は

約50人のメンバーがいて、清掃活動だけで

なく、清掃後の雑談や、忘年会･旅行とい

った催しなど、みんなの生きがいの一つに

なっているんですよ。�

和歌山市立福島小学校�
　「捨てればただのごみ、リサイクルすれ

ば宝物」をスローガンに、給食室から出る

野菜くずを有機肥料として校内の植物に与

えたり、牛乳パックからハガキを作ったり、衣装や小

道具の材料として古新聞や古布を利用したリサイクル

劇を行ったりするなど、リサイクル活動を通した環境

教育に取り組んでいる。また、児童の心のオアシスと

なっている校内の｢福島の森｣を守り、先輩から後輩へ

と受け継いでいる。�

�

　今日収穫したびわをはじめ、

みかん、ざくろ、かき、うめ、

オリーブ、カリンなど、福島の

森には四季折々に実のなる木が

植えられています。有機肥料となる野菜くずはちょっ

と臭いのですが、子ども達は意外と喜んでやってくれ

ています。こうした活動を通じて、ごみの分別や何で

も無駄にしない習慣が身についたり、自然や生物を大

切に思いやる心が育ってくれればと思っています。こ

れからも、特色のあるこの取り組みをずっと引き継い

でいきたいですね。�

副団長の�
志田博さんの�

マネージャーの�
中家勝之さんの�

会長の�
福田修三さんの�

担当教諭の�
真砂和枝さんの�

そうかい�

平成14年（2002年）7月1日�3

児
童
虐
待
を
防
ご
う

人
権
連
載�

悲
し
い
こ
と
に
、
児
童
虐
待
の
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

児
童
虐
待
の
問
題
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
う
ち
、
今
、

最
も
深
刻
な
問
題
の
一
つ
で
す
。

子
ど
も
は
次
代
を
担
う
ま
さ
に
社
会
全
体
の
宝
。
子
育
て
を
そ
の
保

護
者
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
意
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
虐
待
と
は
・
・
・

①
身
体
的
虐
待
＝
な
ぐ
る
、
け
る
、

タ
バ
コ
の
火
を
押
し
つ
け
る
、

冬
に
戸
外
へ
出
す
な
ど

②
不
適
切
な
養
育
、
保
護
の
怠

慢
＝
食
事
を
十
分
与
え
な
い
、

病
気
に
な
っ
て
も
医
者
に
診
せ

な
い
な
ど

③
心
理
的
虐
待
＝
大
声
で
怒
鳴
る
、

子
ど
も
を
無
視
す
る
、
ほ
か
の

兄
弟
姉
妹
と
差
別
す
る
な
ど

④
性
的
虐
待
＝
子
ど
も
と
性
交
し
た
り
、
身
体
に
さ
わ
る
な
ど

虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
の
状
態

・
不
自
然
な
傷
や
や
け
ど
が
あ
る

・
特
別
な
病
気
が
な
い
の
に
発
育
が
悪
い

・
夜
間
に
う
ろ
う
ろ
し
、
家
に
帰
ろ
う
と
し
な
い

・
表
情
が
と
ぼ
し
い
、
人
の
顔
色
を
う
か
が
う

・
異
常
に
お
び
え
る
、
ま
た
は
攻
撃
的
で
あ
る
　
な
ど

虐
待
に
気
づ
い
た
ら
・
・
・

①
早
め
の
相
談
が
解
決
の
カ
ギ

虐
待
が
あ
る
か
ど
う
か
が
は
っ

き
り
し
な
く
て
も
、
早
め
に
児

童
相
談
所
や
地
域
の
民
生
児
童

委
員
、
各
振
興
局
健
康
福
祉
部
、

市
町
村
役
場
な
ど
に
連
絡
・
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
親
を
真
っ
向
か
ら
非
難
し
な
い

虐
待
を
す
る
親
自
身
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、
ひ
と
り

で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
子
育
て
を
す

る
家
庭
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

主な相談機関

子ども･障害者相談センター(和歌山市) t073(445)5312

紀南児童相談所(田辺市) t0739(22)1588

紀南児童相談所新宮分室(新宮市) t0735(22)8551

子どもと家庭のテレフォン110番 t073(447)1152

各振興局健康福祉部、各市福祉事務所　など

子育て支援情報ホームページ「紀州っ子21」

http://wave.wakayama.go.jp/kosodate/

問い合わせ　県庁子育て推進課 t073(441)2490
平成13年度　人権フォトコンテスト

「輪になってふれあい」堀田多務呂さん（野上町）
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合併の効果を活用した新しいまちづくり�

特集  市町村合併�特集  市町村合併�特集  市町村合併�特集  市町村合併�
市
町
村
合
併
に
よ
る
課
題
へ
の
対
応
と
新
し
い
ま
ち
づ
く
り�

今
な
ぜ
、市
町
村
合
併
な
の
？�

市
町
村
合
併
の
手
続
き�

A市長�

住民発議�

B町長�

合併協議会の設置�

合併に係る協議�

知事への申請�

都道府県議会の議決を経て知事が決定�

総務大臣への届出・告示�

A市議会の議決� B町議会の議決�

否決�

A市議会の議決� B町議会の議決�

合併に関する事前協議�

合併協議会�
設置請求�

有権者総数�
1/50以上の署名�

新しい市町村の発足�

合
併
協
議
会
の�

設
置
及
び
協
議�

合
併
の
申
請�

※1

※1　住民発議による合併協議会設置請求�
住民発議による合併協議会設置請求はいずれかの関係市町村において署名収
集を行い請求する方法と、すべての関係市町村において署名収集を行い請求
する方法があります。��
※2　住民発議による合併協議会設置請求が議会において否決された後も、住
民投票を行うことができる制度が創設されました。�

市町村合併に関する情報は、和歌山県ホームページ（http://www.wakayama.go.jp/）に掲載していますので、ご覧ください。�
市町村合併に関するご意見、ご質問等は、県庁市町村課合併推進室t073（441）2196、または最寄りの振興局地域行政課までお願いします。�
Ｅメールアドレス  sichoson-gapei@office.wakayama.go.jp 特集  市町村合併�

※2　B町長による住民投票に

付する旨の請求（10日以内）、

又はこの請求がなされなかっ

た場合のB町住民から1/6以

上の署名で直接請求�

　B町で住民投票�

　過半数の賛成で、議決に代

わる効果�

本県における高齢人口、年少人口割合の推移（推計）�

10

15

20

25

30
（％）�

高齢人口割合�
（65歳以上）�

年少人口割合�
（14歳以下）�

20.7

17.9

16.3
15.1

14.4 14.1 13.7

27.1

24.6
22.6

20.5
18.1

15.3

13.2

平
成
２
年�

昭
和
60
年�

平
成
７
年�

平
成
12
年�

平
成
17
年�

平
成
22
年�

平
成
27
年�

合併による効果の例�

合
併
へ
の
不
安
に
つ
い
て
Q
&
A

市
町
村
合
併
に
対
し
て
、次
の
よ
う
な
懸
念
や
不
安
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
合
併
に
先
立
つ
協
議
や
調

整
に
よ
っ
て
解
決
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

中
心
部
と
周
辺
部
で
地
域
間
格
差
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
？�

�

　
合
併
に
際
し
て
は
、
合
併
協

議
会
に
お
い
て
新
し
い
市
町
村

の
将
来
に
つ
い
て
の
計
画
を
定

め
た
市
町
村
建
設
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
町

村
建
設
計
画
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
新
し
い
市
町
村
全
体

の
均
衡
あ
る
発
展
が
図
ら
れ
る

計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
を
着
実

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

�

役
場
が
遠
く
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
で
す
か
？�

�

　
合
併
前
の
庁
舎
は
、
支
所
な
ど
と
し
て
存
続
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
・

福
祉
・
保
健
施
設
な
ど
を
計
画
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
住
民
の
声
が
行

政
に
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？�

�

　
合
併
市
町
村
の
施
策
全
般
に
対
し
、
よ
り
き
め

細
か
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
合

併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
っ
て
旧
市
町
村
の
区

域
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
審
議
会
は
、
関
係
区
域
の
行
政
事
務

に
関
し
て
市
町
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
市
町
村
建
設
計
画
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
市
町
村
長
は
あ
ら
か
じ
め

地
域
審
議
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。�

��

地
域
の
伝
統
や
文
化
な
ど
が
、
失
わ
れ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
？�

�

　
新
し
い
市
町
村
に
お
い
て
地
域
活
動
へ
の
支
援
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
地
域
単
位
で
の
開
催
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
策
の
充
実
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
名
称
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。�

○町○町�
合併協議会�

課題への対応�

さまざまな課題�

行政サービスの向上�
 ●専門職員の配置や増員　�
 ●行政組織の多様化�
 ●公共施設の利用拡大�
�
広域的一体的なまちづくり�
 ●広域的視点での公共施設や道路�
 　の整備、土地利用計画�
 ●環境問題、観光振興などへの対応�
�

行財政の効率化と基盤の強化�
 ●職員配置の効率化・適正化�
 ●公共施設の効率的な配置�
�
地域のイメージアップ�
 ●地域の存在感の向上�
 ●地域活性化施策の展開�
 ●大規模プロジェクトの実施�

市町村合併の推進�

少子・高齢化�
の進展�

地方分権の推進�

日常生活圏の�
拡大�

高度化・多様化�
する住民ニーズ�

自治体の�
厳しい財政状況�

　市町村を取り巻くさまざまな課題に対応し、新たなまちづくり
を行うために市町村合併は有効な手段といえます。国や県は、合
併への取り組みや新しいまちづくりに対してさまざまな支援を行
うこととしています。�

まちづくりに対して国及び県が支援�

市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
施
策�

 

県
の
主
な
施
策�

�

●
合
併
に
向
け
た
気
運
づ
く
り�

研
究
会
等
へ
の
講
師
派
遣
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
県
民
意

識
調
査
の
実
施
、
啓
発
用
ビ
デ
オ
の
制
作
・
配
布
な
ど
を
通
じ

て
、
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。�

●
市
町
村
合
併
推
進
事
業
補
助
金�

合
併
重
点
支
援
地
域
に
お
い
て
広
域
的
な
地
域
整
備
事
業
を
実

施
す
る
市
町
村
や
、
広
報
啓
発
及
び
調
査
研
究
事
業
等
を
実
施

す
る
合
併
協
議
会
、
研
究
会
な
ど
へ
経
費
を
補
助
し
ま
す
。�

●
合
併
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
支

援
補
助
金�

合
併
重
点
支
援
地
域
内
の
複

数
の
市
町
村
が
共
同
し
て
設

置
す
る
合
併
懇
話
会
が
実
施

す
る
事
業
に
対
し
て
経
費
を

補
助
し
ま
す
。�

●
合
併
に
向
け
た
体
制
づ
く
り�

県
庁
及
び
各
振
興
局
に
市
町

村
合
併
支
援
本
部
を
設
け
て
、

地
域
の
取
り
組
み
を
総
合
的

に
支
援
し
ま
す
。
県
市
町
村

課
合
併
推
進
室
及
び
各
振
興

局
地
域
行
政
課
内
に
市
町
村

合
併
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

各
種
相
談
や
質
問
に
対
応
し

て
い
ま
す
。�

���

 

国
の
市
町
村
合
併
支
援
プ
ラ
ン�

�

●
行
政
支
援�

主
な
も
の
と
し
て
市
制
要
件
の
緩
和
、
合
併
協
議
会
設
置
に
係

る
住
民
発
議
制
度
の
拡
充
及
び
住
民
投
票
制
度
の
導
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。�

●
地
方
財
政
措
置�

主
な
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
財
政
措
置
が
あ
り
ま
す
。�

・
普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例�

　
合
併
後
１０
カ
年
は
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の
個
々
の
市
町

村
の
普
通
交
付
税
の
合
計
額
全
額
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
後

５
カ
年
で
段
階
的
に
本
来
の
交
付
税
の
額
に
な
り
ま
す
。�

・
都
道
府
県
が
行
う
合
併
支
援
事
業
に
対
す
る
地
方
債
と
地
方

交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置�

　
合
併
前
後
１０
カ
年
間
に
つ
い
て
道
路
等
の
事
業
に
つ
い
て

合
併
推
進
債（
※
）を
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

・
合
併
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建
設
事
業
に
対
す
る

財
政
措
置�

　
合
併
後
１０
カ
年
間
は
合
併
特
例
債（
※
）を
財
源
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

・
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め
の
基
金
造
成
に
対
す
る
財
政
措
置�

����

●
道
路
等
の
社
会
資
本
整
備
に
充
て
る
補
助
金
の
優
先
採
択
、

重
点
投
資
等�

●
生
活
環
境
、
情
報
技
術（
I
T
）、教
育
等
の
各
分
野
に
お
け

る
事
業
の
優
先
採
択
、
重
点
投
資
等�

●
合
併
の
障
害
を
取
り
除
く
諸
施
策
等�

市町村合併の支援体制�

●本 部 長： 知　事�

●副本部長： 副知事、出納長�

●本 部 員：各部局長、教育長、

　　　　　警察本部長�

●本 部 長：振興局長�

●副本部長：県民行政部長�

●本 部 員：各部長等�

市町村合併支援本部（県庁）� 地域支援本部（各振興局）�

※
合
併
推
進
債
、
合
併
特
例
債
：
充
当
率
が
高
く
、
元
利
償

還
金
の
一
部
に
つ
い
て
普
通
交
付
税
に
よ
り
財
源
措
置
さ
れ

る
地
方
債�

　
今
の
市
町
村
の
体
制
に
な
っ
た
昭
和
30
年
代
以
降
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
行
動
範
囲
は
、
自
家
用
車
の

普
及
や
道
路
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
左
図
の
よ

う
に
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
拡
大
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
活
圏
の
拡
大
に
対
応
す
べ

く
、
学
校
教
育
、
ゴ
ミ
処
理
、福
祉
・
保
健
と
い
っ
た

私
た
ち
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
半
を
担
っ
て

い
る
市
町
村
の
あ
り
方
・
形
を
改
め
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
少
子
・
高
齢
化
、
環
境
問
題
、
情
報
化
、

地
方
分
権
と
い
っ
た
新
し
い
課
題
に
適
切
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
も
、
行
政
や
財
政
の
充
実
強
化
と
効

率
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
は
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
の
有
効
な
方
策
と
い
え
ま
す
。�

　
現
在
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
、

い
ろ
い
ろ
な
財
政
支
援
制
度
や
特
例
措
置
を
定

め
た
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

（
い
わ
ゆ
る
合
併
特
例
法
）
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
を

活
用
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
平
成
17
年
３
月
末
ま

で
に
合
併
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

県
内
で
も
広
が
る
合
併
論
議�

県内における取り組み状況　合併重点支援地域、合併協議会、研究会等� 　
全
国
で
は
、
本
年
４
月
時
点
で
、
５１７
（
２
２
２
６
市
町

村
）
の
法
定
協
議
会
や
任
意
協
議
会
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
の
約
７
割
の
市
町
村
が
、
合
併
に
関
す
る

協
議
・
検
討
組
織
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
本
県
で
も
、
現
在
、
図
に
示
し
た
８
つ
の
合
併
協
議
会

や
複
数
市
町
村
に
よ
る
研
究
会
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
那
賀
郡
」
「
有
田
郡
市
」
「
田
辺
広
域
１０
ヵ
市

町
村
」
の
３
地
域
（
２２
市
町
村
）
を
、
県
は
合
併
重
点
支

援
地
域
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
合
併
重
点
支
援

地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
国
や
県
の
通
常
の
支
援
に
加
え
、

啓
発
事
業
の
重
点
実
施
、
合
併
協
議
会
へ
の
県
職
員
の
派

遣
な
ど
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
言
や
支
援
、
合
併

支
援
プ
ラ
ン（
※
）に
基
づ
く
重
点
的
な
取
扱
い
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１４
年
５
月
現
在
で
、

任
意
の
合
併
協
議
会
が
２
つ
設
置
さ
れ
、
法
定
の
合
併
協

議
会
へ
の
移
行
に
向
け
検
討
・
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

※ 合併支援プラン：市町村が合併によ
り新しいまちづくりを行うに当たっての
優遇措置を盛り込んだ支援策等を国が取
りまとめたもの。合併重点支援地域及び
合併市町村に対して適用されます。�

住民発議による合併
協議会の設置請求が
なされている地域�

合併重点支援地域�

複数市町村による研究会等�

任意の合併協議会が設
置されている地域�
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すさみ町�
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古座川町�
那智勝浦町�

古座町�

太地町�

新宮市�
熊野川町�

北山村�

美里町�

橋本市�

野
上
町�

和歌山市�

九度山町�

高
野
口
町�

白浜町�

南部町�

由良町�

有田市�

貴志川町�
桃山町�

那
賀
町�

（平成14年5月末時点）�

合併協議会�

田辺広域任意合併協議会（任意）平成14年4月1日設置�
田辺市、龍神村、南部川村、南部町、白浜町、中辺
路町、大塔村、上富田町、日置川町、すさみ町�

市町村合併検討協議会（任意）平成14年4月1日設置�
打田町、粉河町、那賀町、桃山町、貴志川町�
岩出町は幹事会にオブザーバー参加�

伊都郡町村合併問題研究会　平成13年7月25日設置�

かつらぎ町、高野口町、九度山町、高野町、花園村�

複数市町村による研究会等�

海南海草広域行政研究会　平成13年2月14日設置�

海南市、下津町、野上町、美里町�

有田地域市町村合併調整協議会　平成13年12月20日設置�

有田市、湯浅町、広川町、吉備町、金屋町、清水町�

有田市・下津町合併研究会　平成14年2月27日設置�

有田市、下津町�

『日高地方』市町村合併研究会　平成13年7月26日設置�

御坊市、美浜町、日高町、由良町、川辺町、中津村、美山村、龍神村、南部川村、南部町、印南

新宮周辺市町村合併研究会　平成13年10月22日設置�

新宮市、串本町、那智勝浦町、太地町、古座町、古座川町、熊野川町、本宮町、北山村�

合併重点支援地域�

那賀郡重点支援地域　平成13年12月27日指定�

打田町、粉河町、那賀町、桃山町、貴志川町、岩出町�

有田郡市重点支援地域　平成13年12月27日指定�

有田市、湯浅町、広川町、吉備町、金屋町、清水町�

田辺周辺10カ市町村重点支援地域　平成13年12月27日指定�

田辺市、龍神村、南部川村、南部町、白浜町、中辺
路町、大塔村、上富田町、日置川町、すさみ町�

合
併
協
議
会
っ
て
何
？�

　
合
併
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
関
係
市
町
村
長
や
議
会
議

員
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。�

　
そ
こ
で
は
、
合
併
す
る
こ
と
自
体
の
適
否
、
合
併
の
形
態
（
新

設
合
併
か
編
入
合
併
か
）
、
合
併
の
時
期
、
市
町
村
建
設
計
画
の

作
成
な
ど
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
諸
条
件
が
協
議
さ
れ
ま
す
。�

　
合
併
協
議
会
は
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
関
係
市
町
村
の
議
会

の
議
決
を
経
て
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
で
の
協
議
の
進
捗
状
況

な
ど
に
よ
り
、
法
に
基
づ
か
な
い
組
織
で
あ
る
任
意
の
合
併
協
議

会
が
ま
ず
準
備
段
階
と
し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

合併協議会の協議事項�
●合併の適否�

●合併の時期、形態�

●新しい市町村の名称�

●市町村建設計画�

●議員の任期、定数などの特例事項�

●市町村建設計画�
合併協議会での検討項目の中でも、

「市町村建設計画」の策定は重要

な検討項目です。�

市町村の合併に際し、合併関係市

町村の住民に対して合併後のまち

の将来に関する計画を示し、これ

によって住民が合併の適否を判断

するという、いわば合併市町村の

マスタープランとしての役割を果

たすものです。また、この市町村

建設計画を基礎として様々な財政

措置が講じられることとなってい

ます。�

合併協議会�

新しいまちづくり�

協議の結果�

合併後に�

市町村建設計画�
合併後のまちづくりの計画�
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大阪府�
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奈良県�

三重県�

奈良県�

住民の日常買い物行動の状況�

資料：平成10年県民意識調査�
（和歌山県市町村行財政調査研究会）�

各市町村からの日常買い物行動比率�

55％以上～80％未満�
30％以上～55％未満�
7.5％以上～30％未満�
1.0％以上～7.5％未満�
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海外研修生（メキシコ）
国立シナロア自治大学でスペイ
ン語や開設講座を学習します。
（費用は外務省負担）
時平成15年8月～（1年間）
対県内在住の22歳以上35歳未
満の日本国籍保有者で、単身渡
航が可能で、大学卒業又はそれ
に準じる資格、十分なスペイン
語能力を有する方1人
申 8月30日までに所定の申込書
等を県庁文化国際課
問申込先

障害者パソコンボランティア
障害のある方にパソコン操作を
指導していただける方
対県内在住の満18歳以上の方
でパソコン操作に詳しく、障害
者の自宅に訪問可能な方
申・問県身体障害者連盟

t073(423)2665

ボランティアスタッフ登録
“いきいきSUN（サン）”
対県内に在住又は通勤・通学
し、ふるさとの明るい長寿社会
づくり推進のために活動する意
欲のある方（年齢不問）
登録期間２年間
申・問県いきいき長寿社会セン
ターt073(435)5214

水生生物による水質調査
県内の河川で石に付着する生物
を観察し、その種類と数から河
川の水質を調べてくれる方
申 9月30日までに県庁環境管理
課、最寄りの県立保健所
問申込先

ヒオウギ貝養殖オーナー
定 1,000人程度
費 1口4,000円（税・送料込み、
3口まで）1口で最低20個を保
証（12月中に発送）
申 7月20日までに太地漁協
t0735(59)2340
問県庁水産課

住宅・宅地分譲
住宅
①岸宮サニータウン（貴志川町）

39戸
宅地面積150.57～218.09m2

②長山団地（貴志川町） 7戸
宅地面積188.24～259.46m2

③長山団地輸入モデル住宅 1戸
宅地面積199.27m2

④新宮蜂伏団地（新宮市） 3戸
宅地面積218.28～240.11m2

①②④住宅建設は公社選定住宅
メーカーから選択
宅地
⑤岸宮サニータウン（貴志川町）
24区画 160.00～379.22m2

⑥長山団地（貴志川町）
8区画 163.33～197.19m2

⑦粉河栄町（粉河町）
2区画 171.34～173.20m2

問県住宅供給公社
t073(425)6885

難病患者等ホームヘルパー
養成研修
①入門　②基礎Ⅰ　③基礎Ⅱ
時・場・定
和歌山ビッグ愛（和歌山市）＝
①8月28日 ②9月4日 ③9月11日
各90人（先着順）
上富田文化会館（上富田町）＝
①8月30日 ②9月6日　
各50人（先着順）
対ホームヘルパー養成研修1～
3級課程修了者又は履修中の方
及び介護福祉士
※級により受講課程の制限あり
費 1,575円（テキスト代）
申所定の申込書により8月9日ま
でに県福祉保健研修人材センター
問申込先t073(435)5210

DV被害者支援ボランティア
育成講座
時・場（橋本会場）伊都振興局＝
9月7・14・28日、10月19・26日
（田辺会場）田辺市民総合センター＝
9月8・15・29日、10月20・27日
（両会場共10～12時）
※一時保育有（事前申込必要）
定 30人（選考）
申 7月31日までに受講動機につ

いての作文（800字程度）に住
所、氏名、年齢、電話番号を記
入し県庁男女共生社会推進課
問申込先

生活教養講座（木曜教室）
暮らしに役立つ基礎知識
時 7月18日～9月26日の毎週木
曜日（8月15日は休講）
13時30分～15時30分
場県消費生活センター（和歌山市）
申電話で会場まで
問会場t073(433)1551

社会人夏期公開講座（情報処理）
ウィンドウズの基礎
時 7月22～26日、8月5～9日
18～21時
場青陵高校（和歌山市）
定 10人　抽
対社会人（初心者）で全日程受
講可能な方
費 1,500円
申往復ハガキに郵便番号、住
所、氏名、年齢、電話番号を記
入し、7月16日までに会場〒
640-8137和歌山市吹上5-6-8
問会場t073(422)5660

古文書講座（初級・中級）
時 7月27日、8月3・10・17・24日
（初級10時10分～12時30分、
中級13時30分～15時50分）
場きのくに志学館（和歌山市）
定各コース60人（先着順）
申往復ハガキに郵便番号、住
所、氏名、電話番号、希望コー
スを記入し、7月16日までに県
立文書館〒641-0051和歌山市
西高松1-7-38
問申込先t073(436)9540

16ミリ映写機操作技術講習会
時・場7月30日＝東牟婁振興局
（新宮市）7月31日＝田辺市ひ
がしコミュニティセンター
8月1日＝伊都振興局（橋本市）
8月5日＝有田振興局（湯浅町）
8月24日＝海南市中央公民館
申最寄りの各地方教育事務所
（和歌山市は市教育委員会生涯
学習室）

問申込先又は県立図書館
t073(436)9530

きのくに就職ガイダンス21
未就職者の再就職を支援するた
め、専門相談員による講義など
時・場①8月1日＝東牟婁振興局
（新宮市）②8月2日＝西牟婁振
興局（田辺市）③8月6日＝日
高振興局（御坊市）④8月7
日＝県民文化会館（和歌山市）
定①③各30人②④各50人（い
ずれも先着順）
申ハガキ又はFAXで住所、氏名、
年齢、希望会場を記入し、県庁
雇用推進室FAX073(422)5004
※一時保育有（必要な場合は申
込書に記載）
問申込先

瀬戸内海環境シンポジウム
（講師）イーデスハンソン氏
時 7月30日 14～15時30分
場ホテルグランヴィア和歌山
（和歌山市）
定 300人（先着順）
申ハガキ又はFAXで住所、氏名、
電話番号、参加人数を記入し、県
庁環境管理課FAX073(441)2689

手づくり紙芝居コンクール
対県内在住・通学・通勤の方
又は団体
申 9月14日までに県立図書館〒
641-0051和歌山市西高松1-7-
38へ郵送又は持参
※11月3日に入選作品を自演後、
優秀作品を表彰
問申込先t073(436)9500

再就職希望登録者
情報誌の送付やセミナー・交流
会の案内、個別相談など再就職
の準備のための支援が受けられ
ます
対妊娠、出産、育児又は介護
を理由に退職した方で、将来再
就職を希望する方
申・問21世紀職業財団和歌山事
務所〒640-8341和歌山市黒田
84-1t073(475)1765

“社会を明るくする運動”標語
テーマ「犯罪や非行の防止」、
「犯罪者の更生」
申ハガキに標語１作品と郵便
番号、住所、氏名、年齢、性別、
電話番号、学校名又は勤務先を
記入し、7月31日までに法務省
広報室〒100-8977東京都千代
田区霞ケ関1-1-1（ハガキ表に
「“社明”標語」と朱書き）
問申込先t03(3581)1022

きのくにの子どもたちに贈る
私の1冊
中学・高校生が読むにふさわし
い、勧めたい「私の１冊」
申 9月30日までに郵送又はEメ
ールで住所、氏名、年齢を記入
し、400字程度の紹介文を添え
て県教育委員会学校教育課
（Eメール：book1@kyoui.waka
yama-c.ed.jp）又は県立図書館
（紀南分館含む）の応募箱
問申込先

県工業技術センター
技術発表会
センター保有の技術を紹介
時 8月1日　13～17時
一般公開
技術紹介や簡単な実験、工作等
時 8月2日　10～17時
申いずれも電話でセンターへ
t073(477)1271

問申込先

作業療法公開講座
和歌山県の作業療法の紹介、相
談コーナーなど
時 8月18日 13～16時
場わかやま館（和歌山マリーナ
シティ）
申・問 県立五稜病院

t0737(52)3221

募  集�

「県民の友」を掲載している和歌山県のインターネットホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�

県庁・県教育委員会への郵便は　〒640-8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて�

　　　　　　　　　　　電話は　t073（432）4111

時…期日・時間 場…場所・会場 定…定員　　�
対…対象・資格 費…費用 申…申込・応募方法　�
問…問い合わせ 抽…希望者多数の場合抽選��

夏の子どもをまもる運動　 7月1日～8月31日
開放的な気分になる時期です。
地域みんなで、非行や事故から子どもたちを守りましょう。 問 県庁青少年課

断固たる　決意と熱意で　
四島（しま）返還

世界20ケ国・地域の子どもたちが和歌山に集まって野球教室に参
加し、野球の基本を学びます。
中国と韓国の少年野球チームと地元少年野球チームとの交流試合
も予定されています。
【野球教室】
8月5～7日 御坊総合運動公園（御坊市）
8月8～10日 上富田スポーツセンター（上富田町）
【交流試合】
8月5日　新宮市民運動競技場（新宮市）
8月6日　御坊総合運動公園（御坊市）
8月7日　有田市民球場（有田市）
8月8日　上富田スポーツセンター（上富田町）
8月9日　田辺市民球場（田辺市）
問 県教育委員会スポーツ健康課
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Ｕターンフェア
Ｕターン就職希望者を対象に、
企業の人事担当者との面談や公
共職業安定所による職業相談等
時・場 ①ホテルグランヴィア和歌
山（和歌山市）＝8月13日 12～17時
②ガーデンホテルハナヨ（田辺市）＝
8月13日 13～16時30分
③御坊市民文化会館＝8月14日

13～16時
④新宮地域職業訓練センター
（新宮市）＝8月15日 13～16時
※予約不要
問県庁雇用推進室

福祉の就職フェアわかやま
社会福祉分野への就職を希望す
る方を対象に、社会福祉事業所
との直接面談、求職者登録など
時・場①ホテルグランヴィア和歌山
（和歌山市）＝8月8日 13～16時

②田辺市民総合センター＝8月12日
13時30分～15時30分
問①県福祉保健研修人材センター
t073(435)5211②紀南福祉人
材バンクt0739(26)4918

看護職員就職説明会・再就業
移動相談
就職説明会
時・場7月26日＝県立なぎ看護
学校（新宮市）
就職説明会・再就業相談

時・場8月6日＝西牟婁振興局
（田辺市）、8月19日＝県民文化
会館（和歌山市）
再就業相談
時・場9月2日＝有田振興局（湯
浅町）、10月15日＝御坊保健所
（御坊市）、11月5日＝岩出保健所
（岩出町）、11月18日＝高野口保
健所（高野口町）、12月13日＝
東牟婁振興局（新宮市）
※いずれも13時30分～
問ナースセンターt073(446)

0121又は県庁医務課

行方不明者を捜す相談所開設
時・場8月5日＝田辺警察署
8月6日＝新宮警察署
8月8・9日＝JAビル（JR和歌山駅前）
8月12日橋本警察署
※いずれも10～16時
問県警察本部鑑識課
t073(473)0110

県職員採用Ⅱ・Ⅲ種
時 9月29日
場県立和歌山商業高校（和歌
山市）、県立田辺商業高校（田
辺市）、県立新宮高校（新宮市:
Ⅲ種のみ）
試験区分・採用予定人数
Ⅱ種 土木職＝3人程度
Ⅲ種 一般事務＝5人程度、土
木＝2人程度、学校事務＝1人
程度、警察事務＝1人程度
受験資格Ⅱ種＝昭和50年4月2
日から昭和58年4月1日までに
生まれた方　Ⅲ種＝昭和53年4
月2日から昭和60年4月1日ま
でに生まれた方（4年制大学等
の在学期間が2年を超える方を
除く）
申込書配布 県人事委員会事務
局、県パスポートセンター、
各振興局県民行政部総務課、
海草振興局建設部海南工事事
務所、東牟婁振興局串本建設
部総務管理課、県東京事務所、
県大阪観光センター、県内各
警察署等
受付 郵送＝8月16～30日
持参＝8月26～30日に県人事
委員会事務局
問申込先t073(441)3763

県警察官Ａ・Ｂ採用
時 9月22日
場県立星林高校（和歌山市）、
県立田辺工業高校（田辺市）
試験区分・採用予定人数
警察官Ａ＝男性30人程度、女
性4人程度、警察官Ｂ＝男性10
人程度、女性2人程度
受験資格 警察官Ａ＝昭和48年
4月2日から昭和60年4月1日ま
でに生まれた方で大学（短期大
学を除く）の卒業（見込み）者
警察官Ｂ＝昭和48年4月2日か
ら昭和60年4月1日までに生ま
れた方で警察官Ａの受験資格
に該当しない方
申込書配布 県人事委員会事務
局、県警察本部警務課、県内
各警察署
受付 郵送＝8月2～16日
持参＝8月12～16日に県人事
委員会事務局
問申込先t073(441)3763

県立医科大学附属病院職員
臨床工学技士（有資格）1人程度
時 8月4日
場県立医科大学（和歌山市）
申 7月19日までに県立医科大
学総務課t073(441)0711
問申込先

県工業技術センター研究員
天然高分子系研究員1人程度

受験資格昭和43年4月2日から
昭和56年4月1日までに生まれ
た方若しくは昭和56年4月2日
以降に生まれた方で大学（短
大除く）を卒業した方又は平
成15年3月末日までに卒業見込
の方
申 8月7日までに所定の履歴書、
応募調書を県工業技術センター
問申込先t073(477)1271

修学義務猶予免除者等の中学
校卒業程度認定
時 11月5日
場県教育研修センター（和歌
山市）
対平成15年3月31日までに満
15歳以上になる方
申 8月1日～9月2日に県教育委
員会学校教育課
問申込先

介護支援専門員実務研修受講
時 10月27日 10時～
場紀北（和歌山市）＝県立和歌
山北高校、和歌山ビッグ愛
紀南（田辺市）＝県立田辺工業
高校
受験手引配布 7月10日～
県社会福祉協議会、県庁長寿
社会推進課、各振興局健康推
進課、各市町村役場
申 8月20日～9月3日

問県社会福祉協議会
t073(435)5223

宅地建物取引主任者資格
時 10月20日
場申込受付時に指定
対県内在住の方
申込書配布 7月8日～8月2日
（土・日・祝日除く）に（社）和歌
山県宅地建物取引業協会本
部・支部、県庁都市政策課、
各振興局建設部（海草振興局
除く）
申込受付 ①（社）和歌山県宅地
建物取引業協会〒640-8323和
歌山市太田143-3又は②同協会
田辺支部〒646-0022田辺市東
山2-26-11
郵送＝7月8日～8月2日
持参＝7月29日～8月2日
問申込先①t073(471)6000
②t0739(26)1212

調理師
時 10月20日 13時～
場県立和歌山東高校（和歌山市）
県立笠田高校（かつらぎ町）
県立箕島高校（有田市）
県立田辺商業高校（田辺市）
新宮市立緑丘中学校（新宮市）
申所定の願書を8月26～30日
に住所地を所管する保健所、県
外の方は県庁生活衛生課
問申込先

融資など�試  験�
勤労者子育て・介護支援助成
育児や介護支援モデル制度等
を導入している県内の中小企
業事業主に助成金を交付（各
200,000円）※今年度限り
導入制度 短時間勤務制度、フ
レックスタイム制度、始業・
終業時刻の繰上げ・繰下げ制
度など
申 12月末日まで
問県庁労政能力開発課

自動車事故対策センター
貸付・給付制度
①交通遺児育成資金貸付
対働き手の方が自動車事故で
死亡したり、重度の後遺障害
などで生活に困っている家庭
貸付額 一時金＝155,000円、
毎月＝20,000円、小・中入学
支度金＝44,000円
貸付期間 中学卒業の月まで
②重度後遺障害者給付
対自動車事故で常時又は随時
介護を必要とする方を抱える
家庭
介護料月額 29,290～136,880円
申・問自動車事故対策センター
和歌山支所〒640-8150和歌山
市十三番丁30
t073(431)7337

企画・プレゼンテーション基礎
講座
企画力の養成や説得力ある表現方法を
学ぶ
時 7月19・26日、8月2・9日 計4回
19～20時30分

場 りぃぶる
定 30人（先着順）
申 電話、FAX、Eメールで住所、氏名、
年齢、電話番号を7月17日までにりぃぶる
※一時保育有（事前申込必要）

子どもたちの個性を伸ばす講座
男女平等教育を進めるために、今何が
必要かを考える

時・場 7月31日＝りぃぶる、8月6日＝
田辺市ひがしコミュニティセンター
いずれも13時30分～16時
対・定 学校教育関係者30人（先着順）
申 電話、FAX、Eメールで住所、氏名、
電話番号、希望会場を7月19日までに
りぃぶる

女性エンパワーメント技術講習
科目 パソコン（日商ビジネスコピュー
ティング検定3級受験）
時 8月19日～9月6日の毎週月～金曜及
び9月7・8日 9時30分～15時30分
場 りぃぶる
定 20人（初心者に限る）
費 無料（テキスト代、検定料は自己負担）
申 7月16～17日（9～17時）に会場へ
本人来所（ハガキ1枚持参）

意見交換会「ホンネでトーク」
～男と女の役割分担って今のままでい
いの？～気軽に話しに来ませんか
時 9月1日 13時～
場 りぃぶる
対・定 県内在住・通勤・通学の小学高
学年以上40人（親子、個人又はグループ）
申 電話、FAX、Eメールで住所、氏名、
年齢、電話番号、職業又は学校名を7月
22日までにりぃぶる
※一時保育有（事前申込必要）

男女共同参画啓発ポスター
テーマ 男女共同参画をめざして
対 県内在住・通勤・通学の方
規格 四つ切り画用紙（横長）
応募 作品裏面に住所、氏名、年齢、職
業又は学校名・学年、電話番号、作品の

説明を記入し、9月30日までにりぃぶる

教えて！あなたのまちのステキ
な女性（ひと）
人材情報冊子作成のため、優れた能力
や個性を生かして活動する女性を紹介
してください。（自薦、他薦不問）
申 電話、FAX、Eメールで推薦いただ
ける方の住所、氏名、電話番号を12月
28日までにりぃぶる

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 308月� 水 木 金 土 日木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月 火
31

水� 木� 金� 土�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 307月� 水 木 金 土 日月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月 火
31
水�

ごあんない�

問 県男女共生社会推進センターりぃぶる
〒640－8319和歌山市手平2－1－2 
和歌山ビッグ愛9階
t073（435）5245
FAX073（435）5247
Eメール
e0315012@office.wakayama.go.jp
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高田川自然観察会
高田川沿いの水生昆虫等の観察
時 7月27日 9～12時
場高田川（新宮市）
定 30人（先着順、小学生以下は保護
者同伴）
費 100円
申 7月26日までに、電話で環境省近
畿地区自然保護事務所熊野支所
t0735(22)0342

恐竜時代IN和歌山（特別展）
和歌山とその周辺で発見された恐竜時
代の化石が大集合
時 7月20日～9月1日
場県立自然博物館（海南市）
問会場t073(483)1777

気分爽快
そうかい

・喜々貝々 海遊体験
貝・ウニの採捕や漁師料理体験、漁具
や干物づくり体験など
時・場 ①南部町＝7月20・21・27・28日、
8月3・4・17・18・24・25日 各10～16時
②白浜町＝7月20・21・24・25・26日、
8月9・10・11・24・25日 各10～15時
定各50人（先着順）
費①1,000～3,000円
②2,000～4,000円

申各開催日の1週間前までに電話で
①南部町漁協t0739(72)2207
②白浜漁協t0739(42)2516
問申込先又は県庁水産課

串本海中観察会
シュノーケルによるサンゴなどの観察
時 7月20日 10～16時

場串本海中公園（串本町）
定満18歳以上の方20人（先着順）
費 900円
申 7月18日までに、電話で環境省近
畿地区自然保護事務所熊野支所
t0735(22)0342

こどもふるさと探検隊
紙すきと葉書づくり体験（御坊市）、
竹細工・押し花作成（中津村）など
時 8月2日　8時30分
県民文化会館前バス出発

対県内の小学生と保護者40組　抽
費 2人1組 4,000円
申小学生とその保護者原則2人1組で、
ハガキに2人の住所、氏名、年齢、学
年、電話番号を記入し、7月16日まで
に県庁広報室
問申込先

県統計グラフコンクール
課題自由。小学4年生以下は、児童自ら
観察・調査した結果をグラフにしたもの
対小学生～一般（合作は5人以内）
規格 B2版１枚（板張りやセロハンカ
バー等は不可）
応募 作品裏面に住所、氏名、学校名・
学年又は職業、電話番号を記入し、9月
6日までに県統計協会（県庁統計課内）
問応募先

県立自然博物館「標本展」
標本内容昆虫、植物、鉱物、貝類など
（分野自由、研究発表や観察記録を除く）
対県内の小・中・高校生
応募 9月1日～11月10日に所定の申
込書を添付し県立自然博物館へ持参
（学校単位で作品多数の場合は相談）
問応募先t073(483)1777

明るい選挙啓発ポスター
対小・中・高校生（盲・ろう・養護
学校含む）、高等専門学校1～3年生
規格 四つ切り・八つ切り、描画材料
自由
応募 作品裏面右下に県名、学校名・
学年、氏名、性別を記入し、9月6日
までに各市町村選挙管理委員会
問応募先

催しなど

作品募集

それいけ黒潮探検隊 サンゴの謎
自然の中での遊び体験など（1泊2日
テント泊）
時 8月4～5日
場・問 潮岬青少年の家（串本町）
〒649-3502串本町潮岬669
t0735(62)6045 FAX0735(62)0182
対小学5年生～中学生40人　抽
費 2,600円
申電話又はハガキ、FAXで住所、氏
名、年齢、学年、電話番号を記入し、
7月18日までに会場

地球と語ろう、宇宙を知ろう
子ども達にできる環境問題解決方法を
探るペアキャンプ（1泊2日テント泊）
時 8月10～11日
場・問 紀北青少年の家（かつらぎ町）

〒649-7112かつらぎ町中飯降1317-3
t0736(22)5530 FAX0736(22)5531
対県内の小学4年生～中学生の2人1組
15組　抽
費 1人3,000円
申ハガキ又はFAXで住所、氏名、年
齢、学年、電話番号、保護者名を記
入し、7月31日までに会場

ファミリーキャンプ2002
親子天体観察、ファミリーク
ラフトなど（1泊2日テント泊）
時 8月24～25日
場・問 白崎青少年の家（由良町）
〒649-1123由良町大引961-1
t0738(65)2351 FAX0738(65)2352
対県内の小・中学生を含む家族15家族 抽
費１人3,110～3,230円

申電話又はハガキ、FAXで住所、氏
名、年齢、学年、電話番号を記入し、
8月10日までに会場

冒険の国・ネバーランド
野外活動を通して、豊かな人間性と
たくましい身体をつくる（3泊4日）
時 8月26～29日
場白崎青少年の家（由良町）
対県内の小学5年生～中学生100人 抽
費１人10,000円
申 往復ハガキに住所、氏名、学校名・
学年、電話番号（返信ハガキには返
信先）を記入し、7月24日までに、
各振興局県民行政部総務課（和歌山
市在住の方は和歌山市青少年室）
問県青少年育成協会
t073(435)5236

「紀州・山の日」記念作品コンクール
①絵画の部
テーマ 「大好き！わかやまの山村」
対 県内の保育所、幼稚園、小・中・高校
（盲・ろう・養護学校含む）の児童・生徒
規格 四つ切り画用紙
応募 9月5日までに学校等を通じて県
庁定住促進課

②短歌、俳句、川柳、詩の部
森林の恵みとそれを支えてきた山村に
対する理解と関心を深めるもの（1人
3作品以内）
応募 封筒等に「紀州・山の日記念作品」
と朱書きし、9月5日までに郵送又は
持参で県庁定住促進課

差別をなくす作文・ポスター
①作文
テーマ 人権問題について気づいたこ
と、学んだこと
対県内の小・中・高校生（盲・ろ
う・養護学校含む）
規格 原稿用紙3～5枚程度
②ポスター
テーマ 人権問題について社会に提言
するもの
対小・中・高校生（盲・ろう・養護
学校含む）、一般
規格 四つ切り画用紙（画材自由）

応募 ①学校名・学年、氏名を記入し、
学校を通じて各市町村役場人権担当
課②児童生徒は裏面に学校名・学年、
氏名を記入し、学校を通じて各市町
村役場人権担当課
一般は裏面に住所、氏名、性別、年
齢、連絡先を記入し、郵送又は持参
で各市町村役場人権担当課若しくは
県人権啓発センター〒640-8319和
歌山市手平2-1-2和歌山ビッグ愛2階
t073(435)5420
期限 9月6日
問応募先

障害者の日のポスター
テーマ 障害のある人とない人の相互
理解をすすめるもの
対 小・中学生（盲・ろう・養護学校含む）
規格 画用紙B3版又は四つ切りの縦長
中学生は標語又は文字の挿入可（小学
生は挿入不可、「12月9日は障害者の
日」の標語は使用不可）

心の輪を広げる体験作文
テーマ 障害のある人とない人との心
のふれあいの体験（題名自由）
対小・中・高校生（盲・ろう・養護学校
含む）、一般
規格 400字詰め原稿用紙（B4版縦書
き）で小・中学生は2～4枚、高校
生・一般は4～6枚

応募 住所、氏名（ふりがな）、生年月日、学校名・学年、電話番号を記入した用紙
を添付し、9月5日までに県庁障害福祉課


